
CXP-15 シーリズの取り扱い書CXP-15シーリズの取り扱い書

1 各部の名称

フラッシュハイダー

フロントサイト

ストーク

トリガー

マガジン

ボルトカバー

グリップ

トリガーガード

いつもICSの公式ウェブサイトに最新型番と規格をご確認頂きますよう申し上げます。

リアサイトCXP-15ハンドガード

セレクター

フォーワードアシストノブ

チャージングハンドル

マガジンリリースボタン

ストークレーバー

スリングマウント

2-1 BB弾の装填

マガジン上部にある蓋を開けてBB弾を
装填ください。

6mmBB弾をご使用ください。

マガジンの底のギアを矢印の方向で
回してBB弾を巻き上げてください。

2 マガジンの使用方法

2-2 マガジンの着脱

1.装着する時は、カチッと音が鳴るまでマガジンを
　本体に差し込めてください。
2.マガジンリリースボタンを押すとマガジンを取り
　外せます。
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※ 品番によって、規格が違いますので、写真をご参考にしてください。8 アクセサリとパーツ説明
ICS-170

MA-71

Patents acquired: R.O.C. M244431 / US7077117B1 / R.O.C. D159178 / USD706880S / R.O.C. M320468 / R.O.C. M351340 / EM002246579-0001

● インナーバレルの摩耗を減らす、弾丸の詰まりを防ぐため、粗悪なBB弾や、1度発射したBB弾を使用しないで
ください。

● 弾丸が詰まったり、射撃速度が低下した場合、ギアの過度の摩耗を防ぐため、すぐに射撃を停止してください。
クリーニングロッドを使用して残弾を取り出し、バッテリー残量を確認後、使い続けることは可能です。

● 製品を使用しないときは、セレクターをセフティ位置にして、バッテリーを取り外して、クリーニングロッド
で定期的にバレルを清掃してください。

● 純正部品ヒューズ仕様を使用してください。不適切なヒューズを装着すると、部品破損の恐れがあります。
M100スプリングには20Aヒューズ、M120スプリングには25Aヒューズをご使用してください。

● BB弾の直径は6mmです。発射された弾丸の運動エネルギーは2ジュール未満で、射程は50メートル以内です。
● 対象年齢は18歳以上です。
● 製品の変造、改造、および金属弾の使用が禁じられています。
● この製品はおもちゃではありません。不注意な発射や誤った使用は、失明や怪我等の危険を生じる恐れがありま

す。操作する前に、射撃場内の全員が目の保護具を確実に着用していることを確認してください。
● 取扱説明書と注意事項をよくお読みください。
● 最高性能を実現するため、下記のバッテリーをお勧めします。

SSS システム：7.4vまたは11.1v Li-Poバッテリー。
従来のスイッチおよびFETスイッチシステム：11.1v Li-Poバッテリー。
※推奨されていないバッテリーを使用すると、性能低下や機能異常など製品の破損の原因となります。
Origin: Taiwan/ Manufacturer: ICS enterprise Co., Ltd / Address: No.67, Ln. 79, Dongzhou Rd., Shengang 
Dist., Taichung City 429, Taiwan / TEL：(+886) 4-2525-6461

電動ガンの取り扱いに関する注意事項警告



3 可動部品の説明

3-1 可動動作

3-3 ストックの調整3-2 セクターギアの正しい位置図

チャージングハンドルを後ろに
引き、ボルトカバーを開けます。

1

トリガーガードを開く
ことができます。

2

※ このシーリズがスプリングリリース機能が付きます。

1. BB弾が銃に装填した状態で、フォワードアシストノブを押すとチャンバーに弾が二重装填されてしまうので、
　次の1発目は弾が2発同時に発射されます。これが異常ではありません。

2. 銃の使用完了する際、下記の安全手順を行ってください。
　(1) セミモードで2－3発を撃つ、銃内にBBを残されないようにきちんと確認ください。
　(2) セレクターをセフティモードに回してください。そして銃内に残弾がないように 再確認ください。
　(3) スプリングをリリースするように、フォワードアシストノブを押してください。

3. ギアとピストンを損傷しないように、毎回銃の分解を行う前に、セレクターをセフティモードに入り、
　フォワードアシストノブを押してスプリングリリースしてください。

※ フォワードアシストノブを押すと、自動的にピストンを前進させ、スプリングの ヘタリを防止しています。

ギアボックスを組み込む前に、セクターギアが正しい位置にあるか確認
ください。

注意 スプリングリリースしないと、ギアとピストンを
損傷するおそれがあります。

ストックレーバーを押すと、ストックが６段階伸縮できます。

4 サイトの調整

4-1 サイトの調整方式 4-2 シューティングモードの選択

セフティ1

セミ2

フールオートマチック3

H-UPの調整にては、BB弾の弾道が直線になることが最優です。
弾道が上に過ぎると、ダイヤルを上に回して調整ください。
弾道が下に過ぎると、ダイヤルを下に回して調整ください。

5 H-UPの調整

ボルトギミック

ボルトカバー

1. チャージングハンドルを後ろに引くまま、ボルトカバーを開き、
　中にH-upがあります。
2. 弾道結果によってダイヤルを上、下に回して弾道を調整してください。
　調整後、チャージングハンドルをリリースしてください。

注意 怪我をしないように、ホップを調整していない際、指をダイヤルに置かないこと。

ハンドガードを銃の前方へ
推進して取り外すと、
バッテリーが装着できます。

ハンドガードのピンを取り
出してください。

6 バッテリーの装着

1 2

1. ストークレーバーを押すまま、ストークを
　後ろに引き外してください。
2. チューブにバッテリーを装填ください。
3. 逆の手順で取り付けてください。

1

2

6-1 フロント配線 6-2 後ろ配線

注意 取り付けは取り外しの逆の手順でください。

7 ギアボックスの分解
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1. グリップの真ん中にあるネジを緩めてください。
2. グリップをゆっくり取り外してください。

1. 線路固定パーツのネジを緩めてください。
2. マガジンリリースボタンのネジを緩めてください。
3. ローアギアボックスを取り出してください。

1. グリップの底にあるネジを緩め、
　蓋を取り外してください。
2. そしてモーターを取り外して
　ください。
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1.レシーバーの後部にあるピンを取り出すと、上レシーバーを開いてください。
2. アッパーレシーバーの中にあるアッパーメカボを取り出してください。
3. そしてH－UPセットを取り出してください。
4. レシーバー前部のピンも取り出してください。
5. アッパーレシーバー全体を取り出してください。
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3. ストーク後部にネジを緩め、バットプレートを

　取り出してください。

4. ストークチューブの真ん中にあるネジを緩め、

　プラスチックワッシャーと共に取り外して

　ください。

5. ストークチューブを取り出してください。

注意 分解する前に、マガジンとバッテリーを取り外してください。


